
令和８年６月１９日 

文化審議会の答申（史跡名勝天然記念物の指定等） 

＜担当＞文化庁文化資源政策・記念物課 

課 長 三輪 善英 

課 長 補 佐 檀上 容子 

主任文化財調査官（史跡部門）  渋谷 啓一 （内線9754） 

主任文化財調査官（名勝部門）  平澤  毅  （内線9776） 

文 化 財 調 査 官（天然記念物部門）  田中 厚志 （内線9778） 

主任文化財調査官（埋蔵文化財部門）  桑波田 武志（内線9766） 

支援・審議会係長 杉本  翔  （内線9665） 

電話：０７５－４５１－４１１１（代表）

文化審議会（会長 日
ひ

比
び

野
の

 克
かつ

彦
ひこ

）は、令和８年６月１９日（金）に開催された同

審議会文化財分科会の審議・議決を経て、史跡名勝天然記念物の新指定４件・追加指

定等２３件、登録記念物の新登録４件について、文部科学大臣に答申しました。今回

答申された史跡等の指定等の詳細は、別紙のとおりです。 

この結果、官報告示を経て、史跡名勝天然記念物は３，４０１件、登録記念物は 

１５３件となる予定です。 





 

 

別 紙 

 

史跡名勝天然記念物                    （令和８年６月１９日現在） 

種   別 現在指定件数 

今回答申件数 合計 

（現在指定件数と 

答申件数との合計） 新指定 解除 
統合に 

よる減 

史  跡 

(うち特別史跡) 

１，９２３ 

（６６） 

２ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

１，９２５ 

（６６） 

名  勝 

(うち特別名勝) 

４３３ 

（３６） 

１ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

４３４ 

（３６） 

天然記念物 

(うち特別天然記念物) 

１，０４２ 

（７５） 

１ 

（０） 

１ 

（０） 

０ 

（０） 

１，０４２ 

（７５） 

合  計 

（うち特別史跡名勝天然記念物） 

３，３９８ 

（１７７） 

４

（０） 

１ 

（０） 

０ 

（０） 

３，４０１ 

（１７７） 

 

 

（備考） 

件数は、同一の物件につき、２つの種別に重複して指定が行われている場合（例えば、名

勝及び天然記念物など）、それぞれの種別につき１件として数えたものです。 

なお、重複指定物件を１件として数えた場合、 

現在指定件数は、  ３，２８３件 

答申後合計件数は、 ３，２８６件 です。 
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登録記念物  （令和８年６月１９日現在） 

種 別 現在登録件数 
今回答申件数 合計 

（現在登録件数と 

答申件数との合計） 新登録 抹 消 

遺跡関係 １４ ０ ０ １４ 

名勝地関係 １２９ ４ ０ １３３ 

動物、植物及び 

地質鉱物関係 
６ ０ ０ ６ 

合 計 １４９ ４ ０ １５３ 

（備考） 

件数は、同一の物件につき、二つの種別に重複して登録が行われている場合（例えば、遺

跡関係及び名勝地関係など）、それぞれの種別につき１件として数えたものです。 

なお、重複登録物件を１件として数えた場合、 

現在登録件数は、    １４８件 

答申後合計件数は、 １５２件 です。 
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「新指定・新登録」答申案件 

 

 

《史跡名勝天然記念物の新指定》 

【史跡】 ２件 

「岡山平野の中央部、操
みさお

山
やま

丘陵に立地する、古墳時代前期末から中期初頭に築造された墳長

約１５８ｍの前方後円墳」 

１ 金
かな

蔵
くら

山
やま

古
こ

墳
ふん

【岡山県岡山市】 

岡山平野の中央部、操山丘陵に立地する、

古墳時代前期末から中期初頭に築造された墳

長約１５８ｍの前方後円墳。当該期の中国・

四国・九州地域における最大規模墳であり、

吉備の地域首長の実態とその動向、ヤマト政

権の政治的動向を考えるうえで重要。 

 

 

 

「薩州島津家が居城とした戦国時代から江戸時代初期に築城された大規模な群
ぐん

郭
かく

式
しき

城
じょう

郭
かく

」 

２ 出水
い ず み

城
じょう

跡
あと

【鹿児島県出水
い ず み

市
し

】 

肥後に接する国境の要地に立地する戦国時代から江

戸時代初期にかけての大規模な群郭式の山城。島津氏

の有力な庶
しょ

子
し

家
け

である薩州
さっしゅう

島津家の拠点城郭であ

り、１６世紀末以後は島津氏本家が領有する国境の城

として機能した。島津氏の防衛政策の在り方及び南九

州の政治状況の変化を知るうえで重要。 

 

 

  

提供：岡山市 

提供：出水市 
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【名勝】 １件 

「重
しげ

信
のぶ

川
がわ

上流部の落差８４ｍの瀑布で、厳冬期には氷瀑の風致景

観を呈する」 

１ 白
しら

猪
い

の滝
たき

【愛媛県東
とう

温
おん

市
し

】 

重信川の上流部、表川白猪の渓にかかる落差８４ｍの瀑布。厳

冬期には氷瀑の風致景観を呈する。正岡子規「追ひつめ多鶺
せき

鴒
れい

見

えず渓
けい

の景」（明治２４年８月）、夏目漱石「雲来り雲去る瀑の紅

葉可奈」（明治２８年１１月）の句が残る。 

 

 

 

 

【天然記念物】 １件 

「カヤツリグサ科ビャッコイ属ビャッコイの国内唯一の自生地」 

１ 金
かね

山
やま

のビャッコイ自
じ

生
せい

地
ち

【福島県白河市】 

ビャッコイは、カヤツリグサ科ビャッコイ

属の多年生の沈水～抽水植物である。ビャッ

コイは、日本とインドネシア（ニューギニア

島西部）、パプアニューギニア、オーストラ

リア、ニュージーランドに分布しており、白

河市 表
おもて

郷
ごう

金
かね

山
やま

は日本で唯一、かつ北半球唯

一の自生地である。 

 

 

  

提供：東温市 

提供：白河市 
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《登録記念物の新登録》 

【名勝地関係】 ４件 

「箱
はこ

崎
ざき

半
はん

島
とう

の先端に位置する隆起と風化によって形成された奇岩・怪石の海岸風景」 

１ 御
お

箱
はこ

崎
ざき

の千
せん

畳
じょう

敷
じき

【岩手県釜石市】 

大
おお

槌
つち

湾
わん

と 両
りょう

石
いし

湾
わん

に挟まれ北東方に細長く

太平洋に突き出ている箱崎半島の先端にあっ

て、前期白亜紀花崗岩類が分布し、隆起と風

化で形成された波
は

食
しょく

棚
だな

と海
かい

食
しょく

崖
がい

を基調とす

る奇岩・怪石の海岸風景。 

「利根川の堤防沿いにあり、水
み

塚
づか

と呼ばれる盛土の上に昭和３０年代に整備された庭園」 

２ 榎
えの

本
もと

氏
し

庭園【千葉県我孫子市】 

利根川の堤防沿いにあり、水塚と呼ばれる

盛土の上に昭和３０年代に整備された庭園。

建物の周囲に造られた庭園は、前庭、表庭、

内庭、裏庭、外庭からなる。中心となる表庭

は、建物の縁先に置かれた沓
くつ

脱
ぬぎ

石
いし

から飛石が

のび、随所に景
けい

石
せき

などが配されている。 

提供：（株）かまいし DMC 

提供：（同）もば建築文化研究所 

5



 

 

 

 

 

 

「大
おお

野
の

庄
しょう

用水を取り込んだ江戸時代の屋敷跡に昭和に造営された近代庭園」 

３ 旧浅田氏庭園（武家屋敷跡野村家）【石川県金沢市】 

金沢城下の大野庄用水を取り込んだ江戸

時代の武家屋敷跡に、昭和１６年（１９４

１）に鉄工会社社長の浅田氏が入手して造

営した近代庭園で、上下二段の園池を設け

た立体的な地割に特徴ある主庭のほか、前

庭、中庭、露地、坪庭から成る。 

 

 

 

「戦前に造られた旧陸軍将校集会所の庭園を元とする池泉庭園」 

４ 岡山大学構内（旧歩兵隊将校集会所）庭園【岡山県岡山市】 

戦前に造られた旧陸軍将校集会所の庭園を

元とする池
ち

泉
せん

庭
てい

園
えん

。建物の南側に広がり、自

然石の護岸を持つ 瓢
ひょう

箪
たん

形
がた

の園池、築
つき

山
やま

等を

設け、築山には立石、石燈籠等が配されてい

る。戦後は大学の宿泊施設の庭園として維持

されてきた。 

 

 

提供：（株）長町 

提供：（大）岡山大学 
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史跡名勝天然記念物の指定等 
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《史跡の新指定》 ２件 

１ 金
かな

蔵
くら

山
やま

古
こ

墳
ふん

【岡山県岡山市】 

金蔵山古墳は、岡山平野の中央部、操
みさお

山
やま

丘陵に立地する、古墳時代前期末から中期初

頭に築造された墳長約１５８ｍの前方後円墳である。後円部、前方部ともに３段築成で、

墳端部には低いテラス状の段がつき、西くびれ部には造り出し、東くびれ部には島状遺

構がある。昭和２８年に倉敷考古館による発掘調査が後円部墳頂を中心に行われ、２基

の竪
たて

穴
あな

式
しき

石
せき

室
しつ

、副葬品用の小石室（副室）、これらに伴う豊富な副葬品や、それぞれの石

室の上部に板石と盛土で構成される方
ほう

形
けい

壇
だん

とこれに伴う方形埴輪列などが確認された。 

平成２６年度から令和４年度に岡山市教育委員会により発掘調査が行われ、墳丘規模

や構造などが確認された。造り出し上面では、円筒埴輪と柵
さく

形
がた

埴輪で区切った空間に家

形埴輪、囲
かこい

形
がた

埴輪などを配置する。島状遺構上面では柵形埴輪で区画した中に家形埴輪

や蓋形埴輪等を配置し、食
しょく

物
もつ

形
がた

土
ど

製
せい

品
ひん

や笊
ざる

形
がた

土器を用いた祭祀が行われたと考えられる。

墳丘と島状遺構間の谷部では、導
どう

水
すい

施
し

設
せつ

に関わる木樋と水槽が床面に表現された家形埴

輪とこれを囲う囲形埴輪、柵形埴輪が出土した。 

金蔵山古墳は、古墳時代前期末から中期初頭の中国・四国・九州地域における最大規

模墳で、後円部の埋葬施設や副葬品に加え、後円部墳頂、造り出し、島状遺構それぞれ

で埴輪や土器の組成や配置方式が明らかになっている吉備を代表する首長墓である。墳

丘構造や副葬品、体系的な形象埴輪群からはヤマト政権との密接な関係とともに、鋳
ちゅう

造
ぞう

鉄
てっ

斧
ぷ

には朝鮮半島との交流をみることができる。吉備の地域首長の実態とその動向、ヤ

マト政権の政治的動向を考えるうえで重要である。 

 

２ 出水
い ず み

城
じょう

跡
あと

【鹿児島県出水
い ず み

市
し

】 

肥後に接する国境の要地に位置する戦国時代から江戸時代初期を中心に機能した大規

模な群
ぐん

郭
かく

式
しき

の山城。１５世紀から１６世紀は島津氏の有力な庶
しょ

子
し

家
け

である薩
さっ

州
しゅう

島津家の

拠点城郭であり、１６世紀末以後は島津氏本家が領有する国境の城として機能した。 

貿易陶磁器の中には、中国南部産陶磁器や東南アジア産陶磁器が確認でき、薩州島津

家の経済基盤となる海外交易の実態を示すほか、枡
ます

形
がた

を意識した曲輪や 織
しょく

豊
ほう

系
けい

軒瓦の

存在から織
しょく

豊
ほう

系
けい

城郭
じょうかく

技術の影響もうかがえる。また、城内からは近世瓦や薩摩焼など

が出土しており、江戸時代においても、鹿児島藩最大規模の外
と

城
じょう

に付随する古城として、

管理等が行われていた可能性を示す。 

出水城跡は、国境の要衝に位置する島津氏の拠点城郭の実態を示すものであり、戦国

時代から江戸時代初期にかけての南九州の政治状況の変化及び島津氏の防衛政策の在り
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方を知るだけでなく、当該期の社会の動向を知る上で重要な城跡である。保存状態も良

好であり、南九州における山城の築城技術を知る上でも重要。 

 

《特別史跡の追加指定》 ５件 

１ 一
いち

乗
じょう

谷
だに

朝
あさ

倉
くら

氏
し

遺
い

跡
せき

【福井県福井市】 

戦国大名朝倉氏の居館を中心に、武家屋敷や町屋、寺院等で構成された遺跡である。

今回、既指定地の北側に隣接する下城戸地区で、土塁や外壕、屋敷地跡が良好に残る一

乗谷川右岸部を追加指定する。 

 

２ 姫
ひめ

路
じ

城
じょう

跡
あと

【兵庫県姫路市】 

播磨平野の中心の姫山に築かれた平山城で、羽柴秀吉がその基礎を築き、慶長５年（１

６００）に池田輝政が大改修した、天守建築が完存する日本を代表する城郭。今回、発

掘調査で明らかとなった、西国街道が通る重要な桝形門の跡である備
び

前
ぜん

門
もん

跡
あと

の一部を追

加指定する。 

 

３ 藤
ふじ

原
わら

宮
きゅう

跡
せき

【奈良県橿
かし

原
はら

市
し

】 

持
じ

統
とう

天
てん

皇
のう

８年（６９４）から和
わ

銅
どう

３年（７１０）まで営まれた古代都城跡。藤原京跡

の中心部に位置し、約１ｋｍ四方の区画内に内
だい

裏
り

、大
だい

極
ごく

殿
でん

及び役所群が建てられた。今

回、北端等条件の整った部分を追加指定する。 

 

４ 岩
いわ

橋
せ

千
せん

塚
づか

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

【和歌山県和
わ

歌
か

山
やま

市
し

】 

和歌山平野の東側、紀
き

の川
かわ

南岸の岩
いわ

橋
せ

山
さん

塊
かい

において、古墳時代前期から終末期にわた

り築造された９７８基からなる日本有数の大規模古墳群。ヤマト政権の政治的動向と地

域におけるその影響の在り方を、古墳時代の大半の時期において示す古墳群として学術

的価値が極めて高い。今回、寺内地区を中心とする条件の整った部分を追加指定する。 

 

５ 原
はる

の嚨遺
い

跡
せき

【長崎県壱
い

岐
き

市
し

】 

弥生時代中期から後期にかけての大規模環
かん

濠
ごう

集
しゅう

落
らく

跡
あと

。多量の大陸系遺物が出土してい

ることから、対外交渉の窓口としての性格を有した遺跡であり、『魏志倭人伝』に記され

た「一
い

支
き

国
こく

」の中心集落として重要である。今回、条件の整った範囲を追加指定する。 

  

つじ 
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《史跡の追加指定及び名称変更》 ４件 

１ 敏
びん

満
まん

寺
じ

跡
あと

【滋賀県犬
いぬ

上
かみ

郡
ぐん

多
た

賀
が

町
ちょう

】 

１２世紀後半から１６世紀後半に営まれた全国有数の規模を持つ中世墓である史跡敏
びん

満
まん

寺
じ

石
いし

仏
ぼとけ

谷
だに

墓
はか

跡
あと

に、敏満寺の坊
ぼう

跡
あと

群、及び霊験所として機能した青龍山一帯を追加指定

し、敏満寺跡へ名称変更する。 

 

２ 讃岐
さ ぬ き

遍
へん

路
ろ

道
みち

【香川県綾
あや

歌
うた

郡
ぐん

宇
う

多
た

津
づ

町
ちょう

・高松市・坂
さか

出
いで

市
し

・三
み

豊
とよ

市
し

・善
ぜん

通
つう

寺
じ

市
し

・さぬき市・観
かん

音
おん

寺
じ

市
し

】 

大
だい

興
こう

寺
じ

道
みち

 

曼
まん

荼
だ

羅
ら

寺
じ

道
みち

 

曼
まん

荼
だ

羅
ら

寺
じ

境
けい

内
だい

 

出
しゅっ

釋
しゃ

迦
か

寺
じ

境
けい

内
だい

 

甲
こう

山
やま

寺
じ

境
けい

内
だい

 

善
ぜん

通
つう

寺
じ

境
けい

内
だい

 

道
どう

場
じょう

寺
じ

（郷
ごう

照
しょう

寺
じ

）境
けい

内
だい

 

根
ね

香
ごろ

寺
じ

道
みち

 

根
ね

香
ごろ

寺
じ

境
けい

内
だい

 

國
こく

分
ぶん

寺
じ

道
みち

 

志
し

度
ど

寺
じ

境
けい

内
だい

 

長
なが

尾
お

寺
じ

境
けい

内
だい

 

大
おお

窪
くぼ

寺
じ

道
みち

 

大
おお

窪
くぼ

寺
じ

境
けい

内
だい

 

空海ゆかりの霊場を巡拝する信仰の道の讃岐国（香川県）部分。第７８番札所道場寺

（郷照寺）境内、第８１番白峯寺から第８２番根香寺に向かう根香寺道、第８２番根香

寺から第８０番國分寺に向かう國分寺道、第８７番長尾寺境内を追加指定する。 

 

３ 土
と

佐
さ

遍
へん

路
ろ

道
みち

【高
こう

知
ち

県
けん

室
むろ

戸
と

市
し

・土佐市・高知市・宿
すく

毛
も

市
し

・土
と

佐
さ

清
し

水
みず

市
し

・幡
は

多
た

郡
ぐん

大
おお

月
つき

町
ちょう

】 

最
ほつ

御
み

崎
さき

寺
じ

道
みち

 

金
こん

剛
ごう

頂
ちょう

寺
じ

道
みち

 

金
こん

剛
ごう

頂
ちょう

寺
じ

境
けい

内
だい

 

神
こうの

峯
みね

寺
じ

道
みち

 

竹
ちく

林
りん

寺
じ

道
みち
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禅
ぜん

師
じ

峰
ぶ

寺
じ

道
みち

 

清
きよ

瀧
たき

寺
じ

境
けい

内
だい

 

青
しょう

龍
りゅう

寺
じ

道
みち

 

延
えん

光
こう

寺
じ

道
みち

 

金
こん

剛
ごう

福
ふく

寺
じ

道
みち

 

観
かん

自
じ

在
ざい

寺
じ

道
みち

 

空海ゆかりの霊場を巡拝する信仰の道の土佐国（高知県）部分。今回、第３６番青龍

寺に向かう青龍寺道、第３８番金剛福寺から、番外札所月
つき

山
やま

を通り第３９番延光寺へ向

かう延光寺道を追加指定する。 

 

４ 八
や

女
め

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

【福岡県八
や

女
め

市
し

・八
や

女
め

郡
ぐん

広
ひろ

川
かわ

町
まち

】 

乗
のり

場
ば

古
こ

墳
ふん

 

石
せき

人
じん

山
さん

古
こ

墳
ふん

 

岩
いわ

戸
と

山
やま

古
こ

墳
ふん

 

善
ぜん

蔵
ぞう

塚
づか

古
こ

墳
ふん

 

弘
こう

化
か

谷
だに

古
こ

墳
ふん

 

丸
まる

山
やま

塚
づか

古
こ

墳
ふん

 

丸
まる

山
やま

古
こ

墳
ふん

 

茶
ちゃ

臼
うす

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

釘
くぎ

崎
さき

二
に

号
ごう

墳
ふん

 

鶴
つる

見
み

山
やま

古
こ

墳
ふん

 

耳
み

納
のう

山地南緩斜面から西へ延びる八女丘陵上に立地する、筑紫
つくしの

君
きみ

磐
いわ

井
い

の一族との関連

も考えられる九州地域で著名な古墳群の一つ。石人山古墳と岩戸山古墳の間の時期の首

長墓に位置づけられる釘崎二号墳、岩戸山古墳に後続する首長墓に位置づけられる鶴見

山古墳を追加指定する。 

 

《史跡の追加指定及び一部指定解除》 １件 

１ 西
にし

塚
づか

古
こ

墳
ふん

【福井県三
み

方
かた

上
かみ

中
なか

郡
ぐん

若
わか

狭
さ

町
ちょう

】 

背後に膳
ぜん

部
ぶ

山
やま

を備える小規模な扇状地である脇
わき

袋
ぶくろ

に立地する、古墳時代中期後葉に

築かれた墳長約７４ｍの前方後円墳。大
だい

加
か

耶
や

産
さん

と考えられる器物を含む豊富な副葬品が

出土する等、当該期のヤマト政権の政治的動向とともに、朝鮮半島との対外交渉を担っ

た地域首長の実態を知る上で重要。現在の指定地番に錯誤のあった部分を一部指定解除
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し、墳丘および周濠のうち条件の整った部分を追加指定する。 

 

《史跡の追加指定》 １０件 

１ 総
そう

社
じゃ

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

【群馬県前
まえ

橋
ばし

市
し

】 

遠
とお

見
み

山
やま

古
こ

墳
ふん

 

二
ふた

子
ご

山
やま

古
こ

墳
ふん

 

愛宕
あ た ご

山
やま

古
こ

墳
ふん

 

宝
ほう

塔
とう

山
ざん

古
こ

墳
ふん

 

蛇
じゃ

穴
けつ

山
ざん

古
こ

墳
ふん

 

群馬県の中南部に所在する５世紀後半から７世紀後半にかけて首長墓が連綿と築かれ

た古墳群。各古墳は畿内地域との深い関連をうかがわせる要素を有しており、古墳時代

中期から終末期の地域首長の動向やヤマト王権との政治的関係を知る上で重要。今回、

二子山古墳の条件の整った部分を追加指定する。 

 

２ 伝
でん

堀
ほり

越
ごえ

御
ご

所
しょ

跡
あと

【静岡県伊
い

豆
ず

の国
くに

市
し

】 

対立する古河公方足利成氏を討ち関東を支配するため、室町将軍足利義政が還俗させ

派遣した異母兄・足利政知の館跡と伝わる遺跡。伝承では鎌倉時代に北条時政が構えた

館の故地に営んだとされる。今回、これまでの調査で検出された園池に関連する場所を

追加指定する。 

 

３ 貝
かい

殻
がら

山
やま

貝
かい

塚
づか

【愛知県清
きよ

須
す

市
し

】 

弥生時代前期に営まれた貝塚を伴う環濠集落跡。遠
おん

賀
が

川
がわ

系土器と在地の縄文系の系統

を引継ぐ条痕文系土器が共伴し、西日本を中心とする前期弥生文化が東海地方に定着し

ていく実相を示す遺跡として重要。今回、条件の整った範囲を追加指定する。 

 

４ 近
おう

江
み

大
おお

津
つの

宮
みや

錦
にし

織
こおり

遺
い

跡
せき

【滋賀県大津市】 

６６７年、天
てん

智
じ

天皇が飛鳥から遷
うつ

し、琵琶湖西岸に営んだ古代の宮跡。６７２年、壬
じん

申
しん

の乱で廃絶した。これまでの発掘調査によって、内
だい

裏
り

正
せい

殿
でん

、南門、回廊、塀等の宮跡

中枢部分が見つかっている。今回、内裏正殿と同規模の廂
ひさし

付
つき

掘立建物の北西部にあたる

地点を追加指定する。 
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５ 坂
さか

本
もと

城
じょう

跡
あと

【滋賀県大津市】 

坂本城跡は、織田信長配下の有力武将である明智光秀の居城であり、琵琶湖を通じた

京への流通拠点に築城された政治的、軍事的、経済的に重要な城跡。織豊系城郭の立地

や構造、築城技術を知ることができる。今回、本丸南端の石垣を検出した範囲を追加指

定する。 

６ 福
ふく

原
ばる

長
ちょう

者
じゃ

原
ばる

官
かん

衙
が

遺
い

跡
せき

【福岡県行
ゆく

橋
はし

市
し

】 

７世紀末から８世紀前半の古代官衙遺跡で、規模の大きな区画施設や掘立建物等、他

の地方官衙を上回る規模を持つ。構造や出土遺物から地方に造営された枢要な国家的施

設と考えられ、律令国家成立期の地方統治の実態を知る上で重要な遺跡。今回、政庁南

門南側周辺を追加指定する。 

７ 大
だい

坊
ぼう

古
こ

墳
ふん

【熊本県玉
たま

名
な

市
し

】 

玉名平野を臨む臼
うす

間
ま

山地の南側丘陵に立地する、６世紀前半から中頃に築造された墳

長約４２．３ｍの前方後円墳。横穴式石室内の石屋形を中心に、彩色による三角文と円

文の装飾が施される。今回、条件の整った部分を追加指定する。 

８ 大
おお

友
とも

氏
し

遺
い

跡
せき

【大分県大分市】 

戦国大名大友氏の領国支配の拠点となった遺跡である。巨大な土塁と堀跡が残り軍事

的性格の強い上原
うえのはる

館
やかた

跡
あと

のうち、今回、北西張り出し部を追加指定する。 

９ 北
ちゃ

谷
たん

城
じょう

跡
あと

【沖縄県中
なか

頭
がみ

郡
ぐん

北
ちゃ

谷
たん

町
ちょう

】 

１３世紀後半から１６世紀前半にかけて、沖縄本島西海岸沿いの舌状丘陵に石垣・切

岸を伴う５つの郭が展開した城
グスク

跡。今回、東
あがり

グスクの北側及び東側の斜面から麓にか

けた部分を追加指定する。 

１０ 中
なか

城
ぐすく

ハンタ道
みち

【沖縄県中
なか

頭
がみ

郡
ぐん

中
なか

城
ぐすく

村
そん

】 

１４世紀後半から１７世紀後半まで、首里から中城城を経て勝連城までを結ぶ主要道

であり、琉球における交通・土木の歴史を理解する上で重要。今回、新垣地区に所在す

るペリーの旗立岩の周辺を追加指定する。 
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《名勝の新指定》 １件 

１ 白
しら

猪
い

の滝
たき

【愛媛県東
とう

温
おん

市
し

】 

白猪の滝は、松山平野東部の南方にそびえる皿
さら

ヶ
が

嶺
みね

（標高１，２７１ｍ）に連なる峰々

の北斜面に所在する河
かわ

之
の

内
うち

問
とい

屋
や

地区の山間部、白猪峠（標高１，１１６ｍ）へと続く峠

道西側の標高５８０～６７０ｍ付近に位置する。四国最高峰の石
いし

鎚
づち

山
さん

（標高１，９８２

ｍ）から西方に伸びる皿ヶ嶺連峰は、南斜面が緩やかであるのに対し、平野に面する北

斜面は急傾斜を成して数多くの滝が見られ、それらの中でも、重信川に注ぐ表川の支流

に懸かる白猪の滝は、四季を通じて傑出した風致景観を呈する。瀑布を成す懸崖は柱状

節理が発達した石鎚層群の輝石安山岩から成り、落差約８４ｍを２段で流れ落ち、滝壺

からさらに高さ５ｍほどの小さな滝を成して、全体として３段に落ちるように見える。

このような白猪の滝の相貌は雄壮で、白い飛沫を纏って、春のヤマブキやフジ、夏の新

緑、秋の紅葉などが優れた風致景観を修飾する。特に厳冬期に見られる氷瀑の荘厳な絶

景は風物詩として定着しており、地域内外の多くの人びとを魅了している。河之内村の

篤志家・近藤林内によってよく見出されて近代以降に世に知られるようになり、明治２

０年代には正岡子規や夏目漱石も訪れてその壮観を讃える句を残した。 

 

《名勝の追加指定》 １件 

１ 養
よう

翠
すい

園
えん

【和歌山県和歌山市】 

紀州藩第１０代藩主治
はる

寶
とみ

が、文政元年（１８１８）から８年にかけて水軒御用地に

造営した潮入りの池泉庭園。庭園内にあって地籍調査により明らかになった未指定地

を追加するもの。 
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《天然記念物の新指定》 １件 

１ 金
かね

山
やま

のビャッコイ自
じ

生
せい

地
ち

【福島県白河市】 

ビャッコイは、カヤツリグサ科ビャッコイ属の多年生草本で、カヤツリグサ科では珍

しい沈水～抽水植物である。ビャッコイは、日本とインドネシア（ニューギニア島西部）、

パプアニューギニア、オーストラリア、ニュージーランドに分布している。白河市表郷

金山の湧水地は日本で唯一、かつ北半球で唯一の自生地である。１９０５年に牧野富太

郎によってカヤツリグサ科広義ホタルイ属の新種として学名 Scirpus pseudofluitans 

Makino、和名「ビャッコイ」・「ウキイ」の名で発表された。その後の研究で、オースト

ラリアやインドネシアなどの南半球を中心に分布する種と同種とされ、顕著に地理的隔

離された分布北限地であることが明らかになった。白河市表郷金山のビャッコイ自生地

は、植物の隔離分布に関する知見を提供する試料として植物地理学的、系統分類学的に

高い価値を有する。また、かつて国内の数カ所で確認された自生地のなかで消滅するこ

となく残り続けた稀有なものであり、日本唯一の自生地として貴重なものである。これ

らのことから国の天然記念物に指定して一層の保護を図るものである。 

 

《天然記念物の追加指定及び一部指定解除》 １件 

１ 堅
かた

田
た

郷
ごう

八
はち

幡
まん

社
しゃ

のハナガガシ林
りん

【大分県佐
さ

伯
いき

市
し

】 

堅田郷八幡社のハナガガシ林は、四国南部及び九州南部において局地的に見られるハ

ナガガシが生育する社叢である。平成１６年の国土調査に基づく字
あざ

図
ず

の再編により地番

の錯誤が生じたことが判明したことから、これを是正するために追加指定及び一部解除

するものである。 

 

《天然記念物の指定解除》 １件 

１ 久
く

米
め

の五
ご

枝
え

のマツ【沖縄県島
しま

尻
じり

郡
ぐん

久
く

米
め

島
じま

町
ちょう

】 

久米の五枝のマツは、平成９年に天然記念物に指定されたリュウキュウマツの巨樹で

ある。久米島では令和３年夏頃から松くい虫被害が確認されたため、薬剤の樹
じゅ

幹
かん

注入や

散布などの対策を行ってきた。しかし、令和７年６月に感染が確認され同年８月２６日

に枯
こ

死
し

と診断されたため、解除するものである。 
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登録記念物の登録 
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《登録記念物（名勝地関係）の新登録》 ４件 

１ 御
お

箱
はこ

崎
ざき

の千
せん

畳
じょう

敷
じき

【岩手県釜
かま

石
いし

市
し

】 

御箱崎の千畳敷は、大槌湾と両石湾に挟まれた箱崎半島の先端に位置し、急峻な海
かい

食
しょく

崖
がい

と平坦な波
は

食
しょく

棚
だな

を基調とする奇岩・怪石から成る岩石海岸の風景である。前期白亜紀

花崗岩類が広く分布する太平洋に突出した地勢の陸地端部はことごとく急崖を成し、特

に東岸には比高差約２０ｍの海食崖の基部から最大幅約１００ｍの波食棚が６００ｍ余

りの延長を成して広がっている。箱崎の名の由来となった箱状の岩々が重々したこの風

景は、約１億２千万年前にマグマが地下で上昇して冷え固まった花崗岩類に隆起と海食

の作用が繰り返されて形成されてきたものと考えられている。また、岩体の節理に沿っ

て大小の波
は

食
しょく

溝
みぞ

が縞状に刻まれ、凸凹な岩肌や窪地の潮溜まりなどのほか、硬質な部分

が塔状や卓状の奇岩怪石を成して、岩石海岸の表情を豊かにしている。御箱崎の千畳敷

へは、釜石市街地から自動車でおよそ４０分かけて御箱崎神社の鳥居に至り、そこから

１時間余り林内の遊歩道を散策して、ようやく開けた半島の突端に到達する。海食崖の

上に立つと、青く広大な太平洋の地平の手前に白い千畳敷に臨むその風景は雄壮な対比

を成し、日の出の景勝を求める名所としても知られている。波食棚と海食崖を基調とす

る風景は、太平洋の広大な地平と相俟って雄大な観賞を得られる名勝地として意義深い。 

 

２ 榎
えの

本
もと

氏
し

庭園【千葉県我
あ

孫
び

子
こ

市
し

】 

榎本氏庭園は我孫子市東部にある布
ふ

佐
さ

地区の利根川西岸に位置する。榎本氏庭園の敷

地は利根川の堤防に接しているが、榎本氏は江戸時代から利根川沿いのこの地に屋敷を

構えていた。昭和３３年に利根川堤防拡張事業に伴って実施された布佐第一土地区画整

理事業の際に、敷地の主要部の盛土や建物の曳家などが行われた。水
み

塚
づか

と呼ばれるこの

盛土は、洪水対策としてこの地域に特徴的に見られるもので、周囲の地盤に対して約１．

１～１．５ｍの高さがある。 

敷地は、南北約８７ｍ、東西約６２ｍの長方形を一部欠いた形をしており、東側の約

３分の２に水塚が築かれている。敷地の東寄りに建物が建ち、それらの周囲にある庭園

は、前庭、表庭、内庭、裏庭、外庭からなり、大部分が水塚の上にある。前庭には花崗

岩の切石を敷き、また建物の西に位置する表庭は、離れの縁先に置かれた大ぶりの沓脱

石から飛石がのび、随所に景石、石燈籠が配されている。表庭と対照的に、内庭は主屋

の南に広がる芝生地で、中央に大きなサルスベリが立つ。裏庭は、畑などとして利用さ

れ、ケヤキやスダジイが大きく育っている。外庭は、水塚の外にあり、石積護岸の長方

形の池が残る。 
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３ 旧浅田氏庭園（武家屋敷跡野村家）【石川県金沢市】 

旧浅田氏庭園（武家屋敷跡野村家）は、金沢城下西方の平士級武士の居住区であった

長町に位置し、加賀藩政期以前に起源を有するとも伝わる大
おお

野
の

庄
しょう

用水沿いに所在する

近代住宅庭園のひとつである。江戸時代、ここは藩祖前田利家に禄高１，０００石で仕

えた野村伝兵衛信貞に始まる野村氏が住まいした邸宅の一部で、昭和１６年（１９４１）

に鉄工会社を経営していた浅田氏が買い取って自邸とし、建物と庭園を整えた。敷地は

大野庄用水が隣接して流れる西側を斜辺とする台形状を成し、その中央部から東端まで

を主屋が占め、南東隅の茶室や北東隅の居室と土蔵を廊下や階段で繋ぎ、中央西側には

店舗建物を配している。表口は武家屋敷当時と同様に敷地北側に設けて主屋玄関までを

「前庭」とし、敷地南西部に「主庭」を設え、土蔵と主屋の間に「中庭」、茶室へと続く

石敷階段の袂に「露地」、茶室の東側に「坪庭」を備えている。特に主庭は、上段の池に

揚水施設によって導水し、大野庄用水を取り込む下段の池とを滝で繋いで地割の要とす

る立体的な構成に特徴がある。近世金沢城下の都市構造に由来する大野庄用水を取り込

みつつ立体的な構成の池泉を有する主庭のほか、前庭、中庭、露地、坪庭の多様な地割

を備え、昭和時代初期以降における金沢の庭園文化を知る上で意義深い。 

４ 岡山大学構内（旧歩兵隊将校集会所）庭園【岡山県岡山市】 

岡山大学構内（旧歩兵隊将校集会所）庭園は、岡山市北区の岡山大学津
つ

島
しま

キャンパス

内に所在する。岡山大学津島キャンパスは、かつて陸軍の第十七師団駐屯地が置かれた

場所で、半
はん

田
だ

山
やま

（標高約１５２ｍ）の南に位置する。駐屯地の造営は明治４０年（１９

０７）に始まり、翌年に全部隊の入営が完了した。現在庭園が残る敷地は、戦前は歩兵

第十連隊将校集会所があり、庭園も集会所と同じ時期に造られたと考えられている。昭

和２４年（１９４９）に岡山大学が設置されると、集会所の建物と庭園は岡山大学に引

き継がれ、岡山大学津島宿泊所となった。将校集会所の建物は来学者用の宿泊施設に建

て替えられたが、建物の位置などは大きく変わっておらず、庭園の地割も戦前のものが

引き継がれていると考えられる。 

約５０ｍ四方の敷地の北半分に建物が建ち、南半分が庭園になっている。建物から見

ると、手前に平坦な部分が広がり、その向こうに瓢箪形の園池が奥へ向かってのび、右

奥に築山が続く。築山の斜面に山燈籠が、頂部には２つの立石が配され、また園池の周

囲や築山にマツ類やカエデ類、ツツジ類などが植えられている。 
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